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消
防
団
春
季
検
閲
が
、
去
る
四
月
三
十
六
日
午
前
均
時
か
ら
、

泉
中
学
校
々
庭
に
お
い
て
、
団
員
、
婦
人
消
防
隊
一
一
一百
六
十
五
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

生

検
閲
は
、
仁
井
田
保
雄
副
団
長
の
開
始
の
こ
ξ
ば
に
続
き
、
国

旗
掲
揚
、
殉
職
消
防
団
員
に
対
す
る
黙
祷
?
天
皇
陛
下
の
お
こ
と

ば
の
あ
と
、
検
閲
が
開
始
さ
れ
、
通
常
点
検
、
一
分
列
行
進
、
機
械

器
具
点
検
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
行
わ
れ
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
が
披
露

さ
れ
、
消
防
防
災
活
動
に
対
す
る
、
}
真
剣
な
心
意
気
が
、
う
か
が

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
桜
花
繍
漫
の
青
空
の
も
と
、
十
一
名
の
デ
ッ
パ
隊
々
員

に
よ
る
、
見
事
な
ラ
ッ
パ
吹
奏
が
花
を
添
え
、
境
田
団
長
の
訓
示

に
団
員
一
同
火
の
守
り
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

検

(56年 4月 1日現在〉

1，496戸(-'2) 
7，413人(ー34) ~ 

3，664人(ー16) ~ 

3，749人(ー18) ~ 

点

村の よ う す

常通A 

数
口

帯

男

女

世

人



伸
び
率
一
、
四
四
Mm

昭
和
五
十
六
年
度
の
我
村
の
一

決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
の
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
を
、
十
二
億
四
千
五
百
十
五
万
円

と
し
、
、
前
年
度
対
比
が
て
四
四
Mm
の

伸

び

率

ま

す

。

ま
た
、
村
の
財
政
も
厳
し
い
状
況
に
直
面
し

補
修
費
な
ど
の
、
経
常
経
費
の
節
減
を
は
か

ζ

の
た
め
、
前
年
度
伸
び
率
に
比
し
低
い

A
q
 

2 
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消費税(9.3)

18，∞O明
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固定資産税 (52.10)

101，016子丹

たまかわ広報

一
月
定
例
村
議
会
で
、
議

軽自動車税

4，034子丹

(2.3 ){特別土地保有税

486千円
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一
、
道
路
の
改
良
舗
装
の

促
進

本
年
度
は
、
特
に
建
設
省

の
補
助
事
業
と
し
て
、
一
殻

村
道
川
辺
・
南
須
釜
線
に
新

規
の
導
入
、
及
び
兎
田
・
坂

ノ
下
線
の
舗
装
の
完
了
、
主

要
村
道
及
び
生
活
道
路
の
改

良
舗
装
の
促
進
、
改
良
済
み

道
路
の
維
持
補
修
を
積
極
的

に
進
め
る
。

川
辺
・
南
須
釜
線

す

二
、
土
地
改
良
率
業
の

施
行

A 

兎
国
・
坂
ノ
下
線
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島』

災
害
復
旧
を
要
す
る
阿
武
摂

川
用
水
堰

A 

中
の
水
田
再
編
対
策
に
よ
る

ハ
ウ
ス

団
体
営
圏
場
整
備
が
行
わ
れ

忍
奥
撫
地
内
4

昭和56年 5月 1日

、
水
田
再
編
対
策
の
農
業
振
興

事
業

水
田
蒋
編
対
策
を
促
進
す
る
た
め
、

転
作
条
件
整
の
た
め
の
闘
場
整
備
及

び、
い
闇
芸
ハ
ムウ
ス
等
の
設

置

を
進

め
る
。

四
、
公
営
住
宅
建
設

昨
年
に
ひ
き
つ
ぞ
つ
い
て
、
本
年
も

東
部
地
区
の
老
朽
住
宅
を
取
り
こ
わ

伝
、
宏
戸
を
新
築
す
る
計
画
、
完
成

す
れ
ば
約
九
十
戸
の
村
営
住
宅
を
保

有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

五
、
住
民
福
祉
増
進
の
た
め
の

諸
事
業

老
人
、
児
童
、
母
子
等
の
福
祉
の

向
上
を
は
か
り
、
施
設
の
拡
充
、
ね

た
き
り
老
人
、
重
度
身
体
障
害
者
等

在
宅
福
祉
の
向
上
、
叉
、
社
会
福
祉

協
議
会
や
福
祉
団
体
の
育
成
を
進
め

る
等
五
項
目
を
重
点
事
業
と
し
て
お

り
ま
す
。
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水
道
事
業
も
営
業
開
始

8
年
目

収益的収支
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国保会計新年度予算

まかわた広報

国保会計当初予算の内訳
歳出

国保が支払う
問.31医療費

0.11疾病予防費他

基金の利
1.01金に積み3，226 

460 

0.1 

100.0 

111 

361 

237 

3.225 

5.915 

859 

保
険
給
付
の
内
容

O
療
養
諸
費

(
二
億
六
千
七
百
四
拾
八
万
四
千
円
)

被
保
険
者
が
医
者
に
か
か
っ
た
場
合

花
、
療
養
給
付
す
る
も
の
。

法

定

七

割

給

付

乳
幼
児
十
割
給
付

※
満
三
歳
K
な
る
月
ま
で

妊
産
婦
十
割
給
付

※
5
ヶ
月
か
ら
、
分
娩
の
月

ま
で
の
合
併
症

O
高
額
療
養
費

(
千
九
百
五
拾
八
万
八
千
円
)

一
ヶ
月
三
万
九
千
円
以
上
の
医
療
費

を
支
払
っ
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
金
額

を
給
付
す
る
も
の
。

O
助

産

一
費

〈

四

百

万

円

)

被
保
険
者
が
出
産
し
た
場
合
、
助
産

費
と
し
て
ー
八
万
円
を
支
給
す
る
も
の

O
葬

祭

諸

費

〈

百

四

万

円

)

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
葬
祭

費
と
し
て
二
万
円
を
支
給
す
る
も
の
。 100.0 

この1年間で27名の増加

3 2 

昭和55年 4月~昭和56年 3月まで

乙のグラフを見ま

すと、棒グラフで表

わされている増加の

推移と、折線グラフ

で見る減少の推移は

ほぼ比例しておりま

す。特に異動が多い

3・4月は、就業、

就学、転勤等の異動

の時期によるもので

す。就業について見

ますと、男子は、県

外へ、女子は、県内

へ職を求める傾向が

近年見られていま完

昭和 55年度玉川村人口の増減の推移

仁コ出生¥

j_:.，:::;..' :1転入ノ唱

一一一(転出・死亡)減

75 

70 

昭
和
五
十
六
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
が
、
三
一
月
定
例
村
議
会
で

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

国
保
特
別
会
計
予
算
は
、
被
保
険
者

の
健
康
増
進
と
、

・福
祉
の
向
上
を
は
か

る
た
め
、
適
正
な
保
険
給
付
を
行
い
、

ま
た
、
乙
れ
を
賄
う
に
足
り
る
保
険
税

を
、
公
平
に
賦
課
徴
収
す
る
乙
と
に
よ

っ
て
、
健
全
財
政
を
維
持
す
る
と
い
う

基
本
に
則
り
な
が
ら
、
医
療
の
伸
び
、

あ
る
い
は
、
昨
年
の
冷
害
等
も
考
慮
し

予
算
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
結
果
、
総
額
で
、
三
億
二
千
七

百
二
十
四
万
四
千
円
で
、
昨
年
対
比

五
十
六
銘
の
減
額
予
算
と
な
り
、
予
算

の
内
訳
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、

歳
出
K
予
想
さ
れ
る
保

険
給
付
費
を
基
礎
と
し

て
、
国
県
支
出
金
を
積

算
し
、
一
般
会
計
よ
り

の
繰
入
金
及
び
財
産
収

入
等
の
特
定
財
源
を
見

て
、
そ
の
不
足
額
忙
つ

い
て
、
保
険
税
の
算
出

を
し
た
も
の
で
、
，
前
年

対
比
二
・
三
銘
の
減
で

あ
り
、
一
世
帯
当
り
に

し
ま
す
と
、
九
万
八
千

百
円
と
な
り
ま
、す。

歳
出
に
つ
き
ま
し
て

は
、
保
険
給
付
費
を
国

で
示
し
た
積
算
推
計
方

法
に
基
づ
き
計
算
し
、

二
億
九
千
二
百
十
一
万

二
千
円
と
見
積
り
、

乙
れ
は
、
総
予
算
の

八
九
・
三

Mm
と
な
り

ま
す
。

昭和55年度の我村の人口の増減を見ると、 27人の

増加となりました。

乙れは、毎月調査される現住人口調査によります

出生、転入(県外、県内)、死亡、転出(県外、県内)

の数を見た最終的増加数です。

では、年度聞のそれぞれの数を見ますと、出生 107

人、転入者 180人、(県内93、県外87)死亡者54人、

転出者が 206人(県内 117、県外 89) となってい

ます。乙れを男女別花見ますと、 50 

40 

30 

人

~ 男 女 5十¥一一;男 女 言十

出生 50 57 07 死亡 23 31 54 
増 減

転県内 34 59 93 転 県内 45 72 
加

入県外
少

出42 45 87 県外 51 38 89 

単位

20 

人

。月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

資料:企画課現住人口調査より

10 

となっています。これを見ますと、県内からの女子

の転入者が多い乙とがわかります。転出を見ても女

子の県内転出が目立ち、男子の県外転出の多い事が

わかります。

それでは、月別K人口の増減を見ますと、つぎの

グラフのとおりです。
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…付与砕い消……動
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υ

組…一家

…………依然…藤間
A
2
4
4
…

竺
春
季
検
閲
の
席
上
、
消
防
庁
長
官
賞
状
伝
達
、
防
火
優
良
家
一
一

一
一
庭
、
退
職
幹
部
一
般
協
力
者
に
対
し
、
表
彰
並
び
に
感
謝
状
一
一

吉

が

、

つ

ぎ

の

方

々

に

贈

ら

れ

ま

し

た

。

一

一

消
防
庁
長
官
賞
状
(
伝
達
〉

元

団

長

藤

田

金

二

元

分

団

長

小

原

金

久

η

佐

久

間

安

直

η

矢

部

金

寿

η

石

森

金

治

H
H

太

田

竹

雄

表
彰
状
(
防
火
優
良
家
庭
〉

川

辺

須

藤

久

雄

η

矢

部

操

蒜

生

真

弓

喜

義

小

高

溝

井

永

太

郎

H

高

原

要

次

中

永

林

久

徳

H

リ

小

針

章

勇

岩

法

寺

草

野

政

美

竜

崎

小

林

光

好

H
H

小

林

昭

一

南

須

釜

小

針

好

夫

M
H

榊

校

フ

ミ

子

北

須

釜

西

舘

英

範

η

矢

吹

重

一

吉

大

和

田

重

徳

山

小

屋

石

森

勝

義

No. 1 77 昭和56年 5月1日

四

辻

感

謝

状(
退
職
消
訪
団
長
〉

藤

田

(
退
職
分
団
長
)

川

辺

須

藤

久

一

蒜

生

真

弓

喜

義

小

高

溝

井

源

二

中

鈴

木

孝

一

岩

法

寺

佐

久

間

倉

吉

竜

崎

石

井

清

春

南

須

釜

大

野

佐

源

治

北

須

釜

榊

校

義

ニ

吉

有

賀

嘉

栄

山

小

屋

石

森

藤

雄

四

辻

関

根

弘

志

(
一
般
協
力
者
〉

竜

崎

小

林

清

人

ハ
竜
崎
に
.
サ
イ
レ
ン
寄
贈
〉

竜

崎

小

林

丑

蔵

(
防
火
水
槽
敷
地
協
力
〉

南

須

釜

真

野

自

道

徳

(
防
火
水
槽
敷
地
協
力
)

榊

枝

定金

5 

村
職
員
の
人
事
の
異
動
を
行
い
ま
し

た
。
異
動
し
た
者
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り

で

す

。

(

)

内

は

旧

任

泉
保保
母育 4

所月
仁 1
井 日
田付 ド
ツ

ヤ

子

〈
い
ず
み
幼
稚
園
〉

い
ず
み
幼
稚
園

教
諭
佐
藤
ヤ
ス
子
(
泉
保
育
所
)

す
が
ま
幼
稚
菌

教
論
石
森
ミ
ナ
子
(
泉
保
育
所
〉

総

務

課

主
査
溝
井
宏
子
〈
総
務
課
主
事
〉

総

務

課

主

事

円

内

一

彦

産

業

課

主
事

永

林

正

典

公

民

館

主

事

本

田

吉

和

泉
保
育
所
保
母
宗
形
智
子

退
職
者

3
月
訂
日
付

総

務

課

主

幹

小

山

田

正

高

す
が
ま
幼
稚
園
教
諭
広
川
須
美
子

5
月
1
日
付

総

務

課

課

長

円

谷

信

男

(
住
民
課
長
〉

主
事
八
木
喜
久
夫
(
住
民
課
主
事
〉

税

務

課

回
定
資
係
長

主

事
主
事

溝

井

義

三
(
支
所
係
長
〉

添
田
チ
ヨ
子

(
会
計
室
主
事
〉

大
和
田
ス
ミ

(
公
民
館
主
事
〉

住

民

課

課
長
山
崎
甲
子
郎
ハ
総
務
課
長
〉

主

事

塩

沢

=忠
雄
会
産
業
課
主
事
〉

η

永

林

正

典
(

H

リ

η

〉

産

業

課

課
長
小
針
六
郎
ハ
泉
保
育
所
長
)

産

業

係

長

相

楽

功

男

ハ
税
務
課
固
定
資
産
係
長
〉

主
事
矢
部
常
政
ハ
企
画
課
主
事
〉

η

増

子
一長
一美
(
税
務
課
主
事
〉

企

画

課

主

事

石

森

一帯
γ

甥
ハ総
務
課
主
事
〉

水

道

課

課
長
真
野
息
玄
E
y
m
産
業
課
長
)

建

設

課

主
事
熊
田
富
一
〈
住
沼
課
主
事
)

会

計

室

主
事

野
口
サ
ツ
子

(
教
育
委
員
会
主
事
)

支

所支
所
係
長

泉
保
育
所

小

針

成

男〈
建
設
係
長
)

所

長

伏

田

章

(

水

道

課

長

)

農
業
委
員
会
事
務
局

局
長
角
田
文
弥
(
産
業
係
長
〉

公

民

舘

舘

長

白

旗

幹

雄

ハ
農
業
委
員
会
事
務
局
長
〉

公
民
館
主
事
溝
井
幸
子

(
税
務
課
主
事
〉

消
費
者
物
価

モ
ニ
タ
ー
に
溝
井
典
子
さ
ん

大字小高字東耕地49

溝井典子さん

昭
和
五
十
六
年
度
、
消
費
者
物
価
モ

ニ
タ
ー
と
し
て
、
溝
井
典
子
さ
ん
一
〈三

十
歳
・
写
真
)
が
、
県
知
事
よ
り
依
頼

さ
れ
、
消
費
者
物
価
及
び
生
活
物
資
の

需
給
状
況
、
物
価
に
関
す
る
情
報
や
県

よ
り
依
頼
さ
れ
る
調
査
等
に
つ
い
，t
、

昭和 56年度

行政区長会長に高林さん

昭和56年度、玉川村行政区長会が、去る

4月13日1mかれ、区長会役員等がきまりま

した。

会長高林浅二〈中区長〉

j'j¥1]会長小震保男(南須釜区長〉

公民館運営審議会委員

白:旗保喜(JII辺区長)

なお各部落の行政区長は、つきのとおり

です。

県
に
報
告
し
、
物
価
の
安
定
と
消
費
生

活
の
安
定
の
た
め
活
動
さ
れ
ま
す
。

物
資
の
価
格
調
査
な
ど
の
際
に
は
、

最
寄
り
の
商
活
に
、
伺
い
ま
す
の
で
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

は
臼
R

B
の

お
者

月
費

5
消

行政区名 区長氏名 区長代理者氏名

)11辺区長 白旗保喜 辻 昇

蒜生 " 矢吹 徳与 佐藤一男

小高 " 車田 権 矢吹嘉雄
中 11 高林 7浅ー 小針保伯

岩法寺" 須釜 保明 倉鎌徳、ニ|

竜崎 H 鈴木弘次 仁井田保雄
南須釜w 小原保男 斉藤一夫

北須釜 " 草野美好 関根卯一
=ロと 11 有賀重夫 鈴木 尚

山小屋" 石森栄吉 我妻貞
四辻新田 H 須田幸平 藁粥 勉
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〈
国
民
年
金
の
受
給
者
〉

::;住
雲市
更;迄
届!交
は;塞
ぉ;致
事 説

会:窃
ii:の

竜
崎
分
団
に
ポ
ン
プ
自
動
車
配
置

国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
、
自

分
の
住
所
や
、
年
金
を
受
取
る
銀
行
・

郵
便
局
を
変
更
し
た
と
，き
は
、
す
ぐ
に

「
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
を
提
出

し
て
下
さ
い
。

も
し
、
こ
の
屈
を
し
な
い
と
、
以
前

の
銀
行
や
郵
便
局
の
払
込
・
支
払
口
座

へ
年
金
が
振
り
込
ま
れ
た
り
、
そ
の
支

払
通
知
が
、
あ
な
た
の
旧
住
所
へ
送
ら

れ
た
り
し
て
、
あ
な
た
ご
自
身
が
た
い

へ
ん
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

住
所
・
支
払
機
関
変
更
屈
の
提
出
先

-・・・・・盟国圃掴帽阻・・"
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村
で
は
、
年
次
計
画
に
よ
り
消
防
力

の
整
備
拡
充
を
は
か
つ
て
居
り
ま
す

が
、
今
年
も
消
防
の
機
動
力
強
化
の
た

め
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
去
る
三
月

ヤライパーの皆さん、次の 8つ

の守c:r頁を守り、ドライブの安全

を心カベナましょう。

は
、
次
の
通
り
で
す
。

①
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
は
、

郵
便
番
号
一
六
八

東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西
三
!
五

l

二
四

社
会
保
険
庁
・
年
金
保
険
部
・
業
務

第
二
課
宛

②
障
害
年
金
、
母
子
年
金
、
準
母
子
年

金
、
寡
婦
年
金
、
遺
児
年
金
は
、
役

場
住
民
課
国
民
年
金
係
、
ま
た
は
須

釜
支
所
窓
口
で
す
。

h
p
団
長
よ
り
貸
与
さ
れ
る
竜
崎
分
団
長

ご
く
ろ
う
さ
ま

テ
ン
ト
村
作
戦

===圃EME---==・
・
圃
園
田
園

===E
・E・-

三
十
一
日
、
竜
崎
分
団
へ
配
備
い
た
し

ま
し
た
。

今
後
の
消
防
活
動
に
、
大
い
に
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
、
期
待
し
ま
す
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
、

「
テ
ン
ト
村
」
作
戦
が
県
下
い
っ
せ
い

に
行
わ
れ
、
村
で

は
、
泉
郷
駐
在
所
前

国
道
一
一
八
号
線
沿
と
、
南
須
釜
奥
平

地
内
大
野
自
転
車
前
の
ニ
ケ
所
で
災
施

さ
れ
ま
し
た
。

村
に
入
っ
て
く
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
、

@、無理をしない、他人に迷

惑をかけないHの精神で/

協
会
、
母
の
会
の
人
達
が
、
安
全
運
転

と
、
シ

I
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

も
つ
ね
に
シ

l
ト
ベ
ル
ト
を
着
け
て
い

な
い
た
め
か
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し

い
着
用
の
仕
方
が
で
き
な
い
ド
ラ
イ
バ

ー
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

安
全
は
、
あ
な
た
自
身
、
が
、
つ
く
る

も
の
〆
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
一
、

0

0
0日
達
成
を
目
指
し
、
村
を
交
通
事

曜講

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る
母
の

会
々
員

@いつブレーキをか

けてもだいじようぶ

といえるよう!こ、充

分な車間距離をとろ

っ。

目。ハ故
'¥..J O四か

0 月ら
日三守
達十り
成固ま
ま現し
で在4よ
、、う

あ七。

と三
~ /'¥ 

一 日
七一
四、

Smokin' Clean 
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i
消
費
者
コ
ラ
ム

か
し
こ
い
消
費
者
と
な
る
た
め
に
ん
グ

。
訪
関
販
売
利
用
の
心
が
ま
え

一
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
自
的
を
確
認
す

る。

一
寸
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
身
元
を
確
認
す

る。

一
一
一
、
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
、
よ
く
考

え
る
。

呂
、
高
品
知
識
の
な
い
者
が
、
す
ぐ
飛

び
つ
い
て
買
う
の
は
危
険
で
す
。

五
、
買
う
時
(
契
約
す
る
時
〉
は
、
消

費
者
の
特
典
ク
i
n
y
ソ
グ
オ
フ
を
よ

く
知
っ
て
お
く
こ
と
。

六
、
す
ぐ
全
額
現
金
を
支
払
っ
て
し
ま

う
と
、
ク

i
リ
ン
グ
オ
フ
の
適
用
が

う
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

七
、
安
易
に
印
を
お
さ
な
い
こ
と
。

入
、
契
約
文
書
、
頭
金
な
ど
の
受
領
書

購入した蔀品の一部でも使うと
クーリング・オフが出来ない商品

は
、
保
存
す
る
こ
と
。

九
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
ら
泣
き
寝
入

り
し
な
い
で
、
業
者
と
話
し
合
う
。

士
、
解
決
し
な
い
時
は
、
市
町
村
や
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
こ

ル」。

※
知
っ
て
ま
す
か
?

ク
i
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

ク

i
p
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、
冷
静
に

な
っ
て
考
え
る
と
い
う
意
味
で
、
泊
費

者
が
部
品
購
入
申
し
込
み
ゃ
、
購
入
契

約
を
締
結
し
た
場
合
で
も
、
申
し
込
み

取
り
消
し
ゃ
契
約
の
解
除
が
で
き
る
制

度
で
す
。

。
解
約
手
続
き

書
面
〈
内
容
証
明
付
郵
便
で
出
せ
ば

確
実
で
す
0

〉
で
販
売
業
者
に
泊
知
し

て
く
だ
さ
い
。
発
信
の
日
が

4
日
以
内

で
あ
れ
ば
有
効
で
す
。
な
お
、
現
金
で

全
額
支
払
っ
て
購
入
し
た
場
合
は
、
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
、
き
ま
せ
ん
の
で

お
金
の
支
払
い
は
、
慎
重
に
行
う
こ
と

で
す
。

火葬場使用料改正のおしらせ

(昭和56年 4月 1日改正〉

3，000円

2，OOOf.l 

18，000f.l 13才以上

1 5，000f.l 

改葬の場合の料金も死亡した時の年齢。

妊娠7ヶ月未満の死産であれば、 24時間

たたなくても、火葬する事ができる。

注意

1. 

2. 

-m鵬
m
Z
M幽
回
目

-
w
ω
m
E噌
叩
何
回
司
舗
鍋
嶋
崎

m
m
-
E噌
側
四
司

m-ω
コ
竺
-
-
働
嶋
倫
開
-
働
側
問
問
問

-
m
-
m
m
E
-
m綱
嶋
再

-
m
m儒
-
z
m
m偏
回
同

ω
2
-
e
ω
m由
回
開
側
冒
一
個
帽

Z
m
m
m
E
-一
m
m
m回
開
伊
回
同
国

ω
m
m
-目
白

m-戸
時
開
閉
山

m
m
m
-
m
R
'働
問
問
欄
岨

m
-
=
ω
2
-側
四

M
m
m町
四

回

開

=

昭和56年度第 1次 2等陸海空土

採用試験場等のお知らせ

昭和56年度第1次、 2等陸海空土の試験期日等が次のように決定されまし

たのでお知らせします。

2.600円13才オミ満

汚物〈妊娠4ヶ月未満〉

1 . 緩 記試験場

10，000円

13才未満

汚物〈妊娠4ヶ月未満〉

2.身体検査場

電話。249-32-1424番へくわしいことは、郡山募集事務所

おたづね下さい。

田子留夫さん

行
政
相
談
員
に

由
子
氏
委
嘱
さ
れ
る

行
政
管
理
庁
で
は
、
玉
川
村
を
担
当

す
る
行
政
相
談
員
と
し
て
、
四
月
一
門
口

付
け
に
て
、
次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た。
行
政
相
談
員

佐
所玉

川
村
大
字
川
辺
字
舘
四
五
番
地

電
話自

宅

田

子

国

夫

一
ニ
五
五
九
番

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
管
理
庁
長

官
の
委
嘱
に
よ
る
も
の
で
、
国
の
行
政

相
談
窓
口
と
し
て
、
国
の
仕
事
を
は
じ

め
、
国
鉄
、
電
々
公
社
等
の
仕
事
、
県

や
市
町
村
が
国
か
ら
委
任
さ
れ
た
り
、

補
助
金
を
受
け
て
行
っ
て
い
る
仕
事
に

つ
い
て
な
ら
、
何
で
も
無
料
〈
秘
密
〉

で
相
談
に
応
じ
ま
す
か
ら
、
お
気
軽
に

ご
利
用
下
さ
い
。

hv前
任
者
ご
く
ろ
う
さ
ま
/

今
ま
で
、
一
一
一
輪
貞
夫
氏
が
、
玉
川
村

を
担
当
す
る
行
政
相
談
員
と
し
て
親
し

ま
れ
、
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
の
度
の
委
嘱
期
間
満
了
に
と
も
な
い

退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
、
御
相
談
に
応
じ
ら

れ
ま
し
て
、
本
当
に
、
ご
苦
労
様
で
し

た
。
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消
費
生
活

通
信
講
座

受

講

者

募

集

:7月三関y議

福
島
県
消
費
生
活
セ
シ
タ
ー
で
は
、

今
年
度
も
、
家
庭
で
手
軽
る
に
消
費
生

活
の
勉
強
が
で
き
、
正
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
。
か
む
こ
い
消
費
者

4
と
な
る

た
め
の
、
消
費
生
活
通
信
講
座
の
受
講

者
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
て
お
り

ま
す
。

ム
申
し
込
み
は
、
役
場
企
画
ヘ
早
め
に

ど
う
ぞ
ノ

O
募
集
入
員

O
受

講

料

O
学
習
方
法

昭和56年 5月 1日

O
学
習
期
間

O
募
集
期
間

No. t 77 

O
申
し
込
み

十
五
名

無

料

定
期
的
に
テ
キ
ス
ト
や

資
料
を
配
付
し
ま
す
。

昭
和
民
年

7
月

1
昭
和

貯
年

3
月

昭
和
問
年
5
月
1
日
J

5
月
白
日

役
場
企
画
課
へ
、
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

過
去
に
一
度
も
通
信
講

座
を
受
講
し
て
い
な
い

日
才
以
上
の
方

O
テ
キ
ス
ト
内
容

恥

1
、
消
費
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

2
、
表
示
の
見
方

3
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活

4
、
食
品
添
加
物
の
知
識

5
、
繊
維
製
品
の
選
び
方

6
、
家
庭
用
燃
料
の
知
識

7
、
プ
ラ
ス
争
ッ
ク
製
品
の
知
識

8
、
電
気
製
品
の
知
識

9
、
く
す
り
と
化
粧
品
の
知
識

刊
、
消
費
者
を
守
る
法
律

な
ど
の
叩
テ
キ
ス
ト
で
す
。

。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
、
行
政
事

務
所
の
消
費
者
行
政
担
当
課
、
ま
た

は
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
間

レ
合
せ
下
さ
い
。

O
受
講
資
椅

-----EE--==--E--

印
紙
税
法
の
一
部
が
改
正
に
な
り
、

五
月
一
日
以
降
に
作
成
さ
れ
る
文
書
に

つ
い
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
主
な
改
正
点

マ
税
率
の
引
上
げ

最
低
税
率
は
、
一
一
通
又
は
一
冊
に

っ
き
ニ

O
O円
に
な
り
ま
し
た
。

た
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
の
税
率
が
二
倍

に
引
上
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
土
地
売
買

契
約
書
、
約
束
手
形
、
売
上
代
金
の

受
取
書
な
.
と
の
う
ち
、
契
約
金
額
等

の
高
額
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
二
倍

以
上
に
引
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

1
v
 

マ
契
約
書
の
記
載
金
額

第
一
号
文
書
(
土
地
売
買
契
約
書

な
沼
叫
又
は
第
二
号
文
書
(
請
負
契

約
書
な
沼
山
に
つ
い
て
は
ー
た
と
え

そ
の
一契
約
書
に
金
額
が
記
載
さ
れ
て

い
お
く
だ
ー
も
、
契
約
金
額
等
の
記
載

の
あ
る
見
積
書
等
を
引
用
し
て
い
る

場
合
は
、
一
そ
の
金
額
に
応
じ
た
印
紙

税
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
又
は

税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
改
正
さ
れ
た
印
紙
税
額
一
覧

表
は
、
市
町
村
役
場
や
金
融
機
関
の
窓

口
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

第
J

一一
回

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

主

催

玉

川

村

体

育

協

会

村
氏
相
互
の
交
流
を
深
め
、
健
康
の

増
進
の
た
め
開
催
い
た
し
ま
す
。

う
で
に
自
信
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

二
人
一
組
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

開

催

日

昭

和

回

年

6
月
お
自
(
日
〉

午
前

8
時
J
午
後
5
時

玉
川
村
体
育
館

村
内
居
住
者

男

子

持

組

女

子

初

組

〈

2
人

1
組
と
し
て
申
し

込
む
事
)

ー

組

四

O
O門

昭
和
田
年
5
月
初
日

定
数
に
な
り
し
だ
い
〆
切

パ
ド
ミ
ン
ト
ン
グ
ラ
ブ
ム
一
向

長
添
田
亀
明

〈
慢
}
2
3
2
3
)

場

所
対

象

者

定

数

会

費

申
込
〆
切

申

込

先

競
技
方
法
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
規
則

に
よ
り
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子
ダ
ブ

ル
ス
を
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
行
う

新
刊
図
書

購
入
の
お
知
ら
せ

00  00  
四五 裸市
季木 の川
奈 寛 大 房
津之 将校
子小放自
上説 浪伝
下 全 記
巻集四
十巻
一山市

巻下 JIl 

房

枝

五
木
寛
之

O
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
六
巻
陳
舜
臣
他

O
わ

が

教

育

愛

三

好

京

三

O
ま

ど

う

上

下

巻

瀬

戸

内

晴

美

O
飛
鳥
へ
そ
し
て
ま
だ
見
ぬ
子
へ

井

村

和

清

他
、
抗
理
小
説
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
、

実
加
害
、
児
童
文
学
、
絵
本
等
を
合
計

三
六

O
冊
購
入
し
ま
し
た
の
で
い
ま
ま

で
以
上
大
い
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

尚
公
民
館
図
書
を
貸
り
て
返
却
期
間

が
過
ぎ
て
い
る
方
は
、
次
に
読
み
た
い

人
が
待
っ
て
い
ま
す
の
で
早
め
に
返
し

ま
し
ょ
う
。
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{業
:予)
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25 19 6 
日日日

妊
婦
検
診
母
子
セ
ン
タ
ー

妊
婦
検
診
母
子
セ
ン
タ
ー

生
ポ
リ
オ
・
ワ
ク
チ
シ
投
与

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

午
後
1
時
mw
分

1
2時

ω分

生
ポ
リ
オ
・
ワ
ク
チ
ン
投
与
、

須
釜
公
民
館

与
後
1
時
鉛
分
J

2
時
叩
分

乳
幼
児
検
診
母
子
セ
ン
タ
ー

26 
日

28 
臼

5
月
、υ

公
民
館
行
事
予
定

清

26 12 12 
日 日 日

日
本
画
教
室

高
令
者
学
級
運
営
委
員
会

日
本
画
教
室

6
月
公
民
館
事
業
予
定

会フ上
ト旬
ポ、

1.さ
ノi〆 tコ
、き

家
庭盆
バ栽
レ展
l下
ボ旬
l村
ノレ民
大ソ

tお

め

で

(
三
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
〉

た

小 )11:!也
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山
石
法
寺

南

須

釜

北

須

釜
お

出
生
児
氏
名

曲

山

元

博

矢

吹

良

七

国

井

春

美

吉

田

均

靖

子

裕

美

小

針

邦

裕

小

針

佑

輝

岩

谷

卓

大
川
内
貞
広

榊
枝
美
枝
子

く

や

義貞寿竹清吉義文広正保
護

千
者

二夫夫代信徳孝雄良美名

山
山f

J
 

(
一
ニ
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
〉

み

小

高出
s

竜

崎

北
須
釜 区

タミ上小吉須死っ

き野林間藤主
… - 一
五 善 イトヤ英

郎成シヨス名

87 57妊 85均等

世
帯

主
名

タ

イ

七

郎

隆

次

故
国

一

正

七




